
周産期遠隔医療プラットフォームMelody i

場所を問わない妊婦健診を実現

・ ハイリスク妊婦の頻回オンラインモニタリング
・ コロナ感染時の遠隔健診に
・ 遠隔医療・救急シーンでの活用
・ 発展途上国への導入・展開

など、活用の場は無限に広がっています

機器本体の小型化・軽量化・コードレス化

タブレット・スマホ等でデータ閲覧

データはサーバにセキュアに保存

胎児用心拍計（左）と
外測陣痛計（右）

計測結果は手持ちのタブレット
やスマートフォン等から確認可能

総務省のICTイノベーション創出チャレンジプログ
ラム【I-Challenge！】を活用して、製品化を実現



周産期遠隔医療プラットフォームMelody i

プチモバイルCTG
国内販売名称：分娩監視装置iCTG

難しかったノイズ処理技術により
センサーと本体を一体化

遠隔モニタリングが可能

イノベーション
超小型化

・センサー部分に全機能を凝縮

・ネットワーク工事なしでデータ通信
・アプリはデバイスを選ばない

医療機器 アプリ技術

大きな本体が

センサーだけに！



大型

周産期遠隔医療プラットフォームMelody iの
サービスイメージ

データはサーバーに保存
弊社サーバーを利用の場合、13年間データを保管するため、
過去データの参照も簡単
必要なページのみ印刷できるので、用紙コストの削減
やデータ管理の負担軽減にも貢献

病院または患者自宅などで胎児心拍・陣痛を計測
小型・軽量・コードレスなので、場所を選ばずどこででも
計測可能

手もとのタブレット・スマホ・PCから医師がリアルタイムで
データを確認
医師と患者が離れた場所にいても、母子の健康状態
の把握や必要な指導ができる

センサー・タブレット間は
Bluetooth接続


